
 
 
 
 
 
 

付 属 資 料 

１．調査日程 
 
２．主要面談者リスト 
 
３．ミニッツ 
 
４．PDM 仮和訳 
 
５．評価グリッド 



 
 

 ブラジル側評価メﾒﾝﾊﾞｰ  日本側評価メンバー   JIRCAS 
月日 Dr. Barros & Dr. Esteves 永代・和田 道順 佐藤 国分 篠崎・藤田 

1 9 月 18 日 火   日本発    
2 9 月 19 日 水   ロンドリーナ着、日本人専門家と打合せ    
3 9 月 20 日 木   Embrapa ダイズ研究所研究者インタビュー    
4 9 月 21 日 金   Embrapa ダイズ研究所研究者インタビュー    
5 9 月 22 日 土   資料整理    
6 9 月 23 日 日   資料整理    
7 9 月 24 日 月   ラボラトリー及び試験圃場視察 

Embrapaダイズ研究所研究者インタビュー 
   

8 9 月 25 日 火   Embrapa ダイズ研究所研究者インタビュー 
ダイズ栽培農家の視察・インタビュー 

   

9 9 月 26 日 水  日本発 補足情報収集    
10 9 月 27 日 木  ロンドリーナ着 補足情報収集 ロンドリーナ着   
    日本人専門家と打合せ   
11 9 月 28 日 金  Embrapa ダイズ研究所 所長表敬、研究者インタビュー   
12 9 月 29 日 土  レビュー報告書案作成  ロンドリーナ着  
13 9 月 30 日 日  レビュー報告書案作成   日本発 
14 10 月 1 日 月  レビュー報告書案作成   ロンドリーナ着 
   合同評価委員会（C/P からの聞き取り、中間レビューレポートについて説明） 
15 10 月 2 日 火 合同評価委員会（日伯研究者より進捗状況報告、施設視察、中間レビューレポートについての議論） (佐藤氏 ロンドリーナ発) 
16 10 月 3 日 水 合同評価チームによる中間レビュー報告書の内容検討、圃場視察  ロンドリーナ発  
17 10 月 4 日 木 合同評価チームによる中間レビュー報告書の内容検討、Embrapa ダイズ研究所 所長への

評価概要説明、中間レビューレポート署名 
   

18 10 月 5 日 金 中間レビュー結果の関係者への説明、ミニッツ署名    
19 10 月 6 日 土  資料整理 ロンドリーナ発   ロンドリーナ発 
20 10 月 7 日 日  資料整理 ---   --- 
21 10 月 8 日 月  外務省報告 

日本大使館報告 
JICA 事務所報告 

日本着   日本着 

22 10 月 9 日 火  Embrapa 本部訪問 
ブラジリア発 

    

23 10 月 10 日 水  ---     
24 10 月 11 日 木  日本着     
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（Embrapa） 

Vania Beatriz R.Castiglioni 副総裁 

Antonio Nilson Roche 法務部部長 

Arnoldo M. da Fonseca Jr. 知的財産所有部部長 

José A.B. do Amaral 国際調整部研究員 

Luciano L.Nass 国際調整部研究員 

 

（Embrapa Soybean） 

Alexandre José Cattelan 所長 

Dr. Nepomuceno プロジェクトコーディネーター（アメリカ在住（Skype にて面談）） 

Dra. Francismar Marcelino プロジェクトコーディネーター代理 

Dr. Norman Neumaier プロジェクトコーディネーター代理  

Ms Silvana Marin 研究員 

 

（ブラジル外務省科学技術課） 

Ademar Seabra da Cruz Jr. 課長 

Jaçanã Ribeiro 課員 

 

（在ブラジル日本国大使館） 

片平 聡  公使参事官 

福代 孝良 科学技術担当官 

犬飼 武  二等書記官 

森田健太郎 二等書記官 

 

（JICA ブラジル事務所） 

室澤 智史       所長 

佐藤 一朗       次長 

竹田 パトリシア 静香 プロジェクトコーディネーター 

井上 ジュリオ     プロジェクトコーディネーター 

 

（プロジェクト専門家） 

工藤 博  業務調整） 

金森 紀仁 長期専門家  
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PDM 仮和版 

PDM Version 2 
プロジェクト名： （科学技術）地球環境劣化に対応した環境ストレス耐性作物の作出技術の開発 
プロジェクトサイト： パラナ州ロンドリーナ 
相手国機関名： ブラジル農牧研究公社ダイズ研究所 
日本側協力機関名： 独立行政法人 国際農林水産業研究センター(JIRCAS) (*代表研究機関)、国立大学法人 東京大学、独立行政法人 理化学研究所(RIKEN) 
協力期間： 2010 年 3 月 4 日～2015 年 3 月 3 日（5 年間）作成日： 2012 年 3 月 15 日の JCC で承認 

プロジェクトの要約 指標 指標入手手段 外部条件 
[上位目標] 
環境ストレスに適応したダイズ

が開発され、ブラジルのダイズ生

産の安定化に資する。 

 
2019 年までに環境劣化に対応したダイズが開発される。 

 
--- 

 
--- 

[プロジェクト目標] 
環境ストレス耐性ダイズの作出

技術が開発される。 

1. ダイズ等の環境ストレスに対する耐性獲得に関与する有用遺伝子が少なくとも 10 種類

同定される。 
2. ダイズのストレス応答性プロモーターが少なくとも 5 種類単離され、有用遺伝子との組

合せの最適化が行われる。 
3. プロモーターと有用遺伝子の組合せが少なくとも 5 種類ダイズへ導入され、各組合せか

ら少なくとも 3 系統の組換え体を得る。 
4. 少なくとも 1 種類の環境ストレス耐性系統を選抜される。 

--- --- 

[アウトプット] 
1. 環境ストレスに対する耐性獲

得に関与する有用遺伝子が同

定される。 

1-1 ダイズ等のストレス耐性制御遺伝子が 5 種類以上同定される。 
1-2 ダイズ等のストレス受容に関与する膜タンパク質遺伝子が 2 種類以上同定される。 
1-3 ダイズ等のストレス応答制御遺伝子が 3 種類以上同定される。 

--- --- 

2. ストレス応答性プロモーター

の単離と有用遺伝子との組合

せの最適化が行われる。 

2-1 ダイズのストレス応答性遺伝子が少なくとも 100 種類同定される。 
2-2 ダイズのストレス応答性プロモーターが少なくとも 5 種類同定される。 
2-3 少なくとも 5 種類のプロモーターと有用遺伝子の組合わせの最適化が試みられる。 

--- 

3. プロモーターと有用遺伝子の

組合せが導入されたダイズ系

統が得られる。 

3-1 ダイズへの形質転換効率が 1.5 %以上の遺伝子組換え技術が確立される。 
3-2 プロモーターと有用遺伝子の組み合わせが少なくとも 5 種類ダイズに導入される。 
3-3 少なくとも 3 系統の T1 世代種子が増殖される。 

--- 

4. 環境ストレス耐性を示す組換

えダイズ系統が選抜される。 
4-1 乾燥応答性遺伝子を少なくとも 2 種類同定され、遺伝子解析が行われ、組換えダイズ

が少なくとも 2 系統選抜される。 
4-2 高温応答性遺伝子を少なくとも 2 種類同定され、遺伝子解析が行われ、組換えダイズ

が少なくとも 2 つ系統選抜される。 
4-3 少なくとも 2 種類の遺伝子とプロモーターの組合せに由来する独立な系統から、少な

くとも 2 系統の遺伝子発現が解析される。 

--- 
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4-4 温室、圃場でのダイズのストレス耐性試験手法が確立する。 
4-5 温室で 2 種類以上（各 2 ライン以上）の組換えダイズのストレス耐性評価が行われる。 
4-6 圃場で 2 種類以上（各 2 ライン以上）の組換えダイズのストレス耐性評価が行われる。 

 
 

[活動] [投入]   
1-1 ダイズ等のストレス耐性制御遺伝子の同定を行う。 
1-2 ダイズ等のストレス受容に関与する遺伝子の同定を行う。 
1-3 ダイズ等のストレス応答制御遺伝子の同定を行う。 
 
2-1 ダイズのストレス応答性遺伝子の探索を行う。 
2-2 ダイズのストレス誘導応答性プロモーターの同定を行う。 
2-3 プロモーターと有用遺伝子の組合せの最適化を行う。 
 
3-1 ダイズへの遺伝子組換え技術を確立する。 
3-2 プロモーターと有用遺伝子の組合せをダイズに導入する。 
3-3 遺伝子を導入したダイズの T1 世代種子を増殖する。 
 
4-1 乾燥応答性遺伝子の同定と、遺伝子解析を行って、組換えダイズ

系統の選抜を行う。 
4-2 高温応答性遺伝子の同定と、遺伝子解析を行って、組換えダイズ

系統の選抜を行う。 
4-3 組換えダイズの遺伝子発現解析を行う。 
4-4 ダイズの乾燥ストレス耐性評価手法を確立する。 
4-5 温室での組換えダイズのストレス耐性評価を行う。 
4-6 圃場での組換えダイズのストレス耐性評価を行う。 

＜日本側＞ 
 
・ 業務調整員 
・ 在外研究員（短期） 
・ ブラジル人研究者の日本への

招聘 
・ 機材 
・ ポスドク 2 名（あるいはポス

ドク 1 名と修士研究員 1 名）

及び研究補助者 2 名の雇用費

用の一部負担 
・ プロジェクトに必要なその他

の経費等 

＜ブラジル側＞ 
 
・ 研究者・技術者の配置 
・ ポスドク 2 名（あるいはポス

ドク 1 名と修士研究員 1 名）

及び研究補助者 2 名の雇用費

用の一部負担 
・ 施設、プロジェクト事務所提

供 
・ 資機材、ランニングコスト 
・ プロジェクトに必要な経費の

確保 

--- 
 
 
 
[前提条件] 
 
--- 
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評価グリッド 
5 項目 評価設問 

調査結果 
その他 大項目 小項目 
妥当性 プロジェクト目標及び

上位目標は、対象地域・

社会のニーズに合致し

ているか。 

ブラジル国における耐

乾性・耐暑性のダイズ品

種開発の必要性 

(1) 地球規模における気候変動への対応の必要性 
 急激な人口増加と世界的な工業化進展による温室効果ガスの増加に伴って、地球の温暖化が進んでいるとされ、

地球規模での問題となっている。世界各地で、干ばつ、集中豪雨、大型の台風やハリケーンの多発といった異常気

象による災害が頻繁に発生している。温暖化に伴い、世界各地で頻繁に干魃被害が報告されているとともに、作物

耕作地での乾燥が進み、干魃による作物の収量の減少が生じ、食料や飼料などの生産にとって大きな問題となって

いる。 
 国連食糧農業機関（FAO）の 2015-2030 年の世界農業予測では、気候変動、特に気温上昇、降雨の年間分布の変

化、降水量低下、土壌水分低下が上げられている。その対策として、干ばつに強い品種、高温耐性品種、耐塩性品

種の開発が上げられている。 
 なお、従来の育種方法を用いて、干魃に強い系統の選抜と育種への利用が試みられているが、時間がかかりあま

り目覚ましい成果は上げられていないのが現状である。近年急激に作物のゲノム研究が進展しており、旱魃に強い

作物の開発のためには、これらの成果を利用した分子育種技術に期待がかけられている。そのため、ゲノム研究の

成果を利用し作物の乾燥耐性に関わる遺伝子を明らかにして、それらの遺伝子を利用した遺伝子組換え技術を開発

することが求められている。 
 
(2) ブラジル国における耐乾性・耐暑性のダイズ品種開発の必要性 
 ブラジルでは、ダイズの商業栽培が 1960 年代から南部地域で始まり、現在ではアメリカに次いでダイズ生産量

第 2 位であり、ダイズ供給において重要な地位を占めている。ダイズ生産の増加に伴う耕作地の拡大によって、現

在では乾燥地帯である中西部でも栽培が行われるようになり、近年、頻発する旱魃と水資源の枯渇懸念によりダイ

ズの生産に大きな影響が出ている。このような状況で、ブラジルでは干魃に強いダイズの育種は、重要な研究開発

目標となっており、遺伝子組換え技術を用いて乾燥に強いダイズの研究に取り組んでいる。 
 以上のとおり、耐乾性・耐暑性のダイズ品種開発の必要性は、ブラジル国において大変で重要であるだけでなく、

地球規模の気候変動への対応策の一つとして、重要であり、対象地域・社会のニーズに合致していると言える。 
 ターゲット・グループの

ニーズに合致している

か。 

（PDM 上の裨益者： 

Embrapa ダイズ研究

所） 

 Embrapa ダイズ研究所は、1996 年から遺伝子組み換えダイズの研究を始めている（除草剤耐性遺伝子の組み入

れ）。また、Embrapa ダイズ研究所と JIRCAS は、1995 年に共同研究合意書を締結し、「農牧輪換」や「南米ダイズ」

プロジェクトを通じて研究協力が行われてきた。2003 年度からは、遺伝子組換え技術を利用して、干ばつあるいは

高温耐性ダイズを作出することを目的に共同研究が実施されている。このように、ブラジルでは、ダイズへの遺伝

子導入技術の開発が進んできており、乾燥耐性を付与するために利用できる遺伝子を求めていた。しかし、分子生

物学的研究や遺伝子研究はブラジルではまだ始まったばかりであり、我が国との協力でこれらの研究を発展させる

ことが望まれていた。具体的には、圃場で利用可能な乾燥耐性の遺伝子組換えダイズの開発を成功させたいと強く

期待していた。 
 このように、ダイズ研究所は、遺伝子組み換えダイズの研究実績を持ち、また、乾燥耐性遺伝子を持つダイズの

開発ニーズを持っていたことから、ターゲット・グループのニーズに合致したプロジェクトであると言える。 
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 本プロジェクトが目指

す効果は、ブラジルの開

発政策に合致している

か。 

国家計画等で耐乾性・耐

暑性のダイズ品種開発

が優先課題として位置

付けられているか。 

 ブラジル国において大豆は、国内総生産、輸出、雇用の面で大変重要な穀物であり、ブラジル政府が重要視して

いる生産分野である。農務省作成（Ministério da Agricultura, Pecuária e Abastecimento）（Ministry of Agriculture, Livestock 
and Supply）の「農業牧畜計画 2012/2013」（Agricultural and Livestock Plan 2012/2013）では、Embrapa に期待する役

割として以下の点を挙げている。「地球規模の温暖化が農業生産に与える影響にどう対処するかについて貢献する

こと、すなわち、Embrapa が、食料安全保障および再生可能エネルギーのための他の作物の提供といった面で、農

業研究が貢献することが求められている。このように、本プロジェクトが目指している「耐乾性・耐暑性のダイズ

品種開発」は、ブラジル国の開発政策との整合性があると言える。 
 日本の援助政策・JICA

の援助実施方針との整

合性はあるか。 

対ブラジル国援助方針

との整合性はあるか。 
 日本国の対ブラジル国の協力重点分野の一つは農業であり、また、ブラジル国で農業が重要に位置を占め、気候

変動の影響に適応する取り組みを支援する方針を有する。本プロジェクトは、地球規模の気候変動、具体的には、

「耐乾性・耐暑性のダイズ品種開発」を通じて、気候変動に適応することを目的に持つものであり、日本国の協力

方針に合致している。  
 手段としての適切性 プロジェクトのアプロ

ーチ、対象地域の選択は

適切であったか。 

 本プロジェクトは、環境ストレス耐性ダイズの作出技術の開発を目標に、成果1「有用遺伝子の同定」、成果 2「プ

ロモーターの単離と有用遺伝子との組み合わせの最適化」、成果3「プロモーターと有用遺伝子の組み合わせが導入

されたダイズ系統の選抜」、成果4「」環境ストレス耐性を示す組み替えダイズ系統の選抜」に関する研究が進めら

れている。成果 1 と成果 2 については、JIRCAS、東京大学、理化学研究所が、これまでに進めてきたシロイヌナ

ズナやイネの乾燥ストレス応答や耐性獲得に関する研究の成果・知見をダイズに応用することを通じて、乾燥スト

レス耐性遺伝子やプロモーター探索し、最適な組み合わせを見つけ出す。一方、Embrapa は主として、組み合わせ

の最適化が行われた導入遺伝子を用いて、これをブラジル国で栽培されているダイズ品種に導入し、圃場試験を行

うことで乾燥耐性を示す、組み替えダイズ系統の選抜を進める。Embrapa は、1990 年代から遺伝子組み換えダイズ

に関わる研究を進めてきた実績を持ち、また、パーティクルガン法（particle gun method）と呼ばれる形質転換技術

を持つ。このように、日本側およびブラジル側の研究機関が持つ優れた技術を持ち寄り、それぞれ役割を分担して、

共同研究を進めることで、環境ストレス耐性ダイズの作出技術開発を進めることは、適切なアプローチであると言

える。 
  日本の技術の優位性は

あるか。 
JIRCAS、東京大学、理化学研究所ともに、乾燥耐性作物の基盤技術となる有用遺伝子やプロモーターの解析に優

れた技術を有し、特に、JIRCAS は、DREB と呼ばれる環境ストレス耐性遺伝子についての特許を持つ。また、日

本側は、アグロバクテリウム法（Agrobacterium）という、形質転換をより効率的に行うことが可能な技術を持ち、

この技術を Embrapa に移転することができる。このように、日本側研究機関は、共同研究を行うにあたって有用な

技術を有しており、技術的優位性があるといえる。 
 

5 項目 
評価設問 

調査結果 
大項目 小項目 

有効性 プロジェクト目標は、達成される見通しか？ 
「環境ストレス耐性ダイズの作出技術が開発され

る。」 

 指標 1、指標 2、指標 3 については、その数値目標を達成している。指標 4 については、乾燥耐性応答の特徴を

有する系統が一つあることが確認されている。今後、プロジェクト活動が計画通り順調に進捗すれば、プロジェク

ト終了時までに環境ストレス耐性を持つ複数のダイズの系統が選定されることが期待される。 
 すでに述べたように、アグロバクテリウム法の形質転換効率がまだ低い。形質転換効率がある程度高くできた場

合には、環境ストレス耐性ダイズの作出技術が十分満足できる水準で開発されたと評価できるであろう。 
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 プロジェクトのアウト

プットはプロジェクト

目標の達成に貢献して

いるか。 

アウトプットは、プロジ

ェクト目標を達成する

ために十分であったか

どうか。「アウトプット

がすべて達成されれば

プロジェクト目標は達

成されるだろう」という

論理に無理はなかった

か。 

プロジェクト目標を達成する上で必要なアウトプットが設定されており、論理上適切であると考えられる。 

 外部条件の影響 （設定なし） 外部条件は設定されていない。なお、プロジェクト目標の達成上、特に影響を与えそうな外部要因は無いと考える。 
 プロジェクト以外に貢献した要因はあるか。 特になし。 
 プロジェクト目標達成を阻害する要因はあるか。  これまでの所、大きなマイナスの影響は生じていないが、材料移転契約（MTA）手続きの遅延が、プロジェクト

活動の進捗を遅らせ、プロジェクト成果発現に影響を与える懸念がある。手続き上の遅延は、日本側研究機関側の

問題と Embrapa 側の問題の両方があるが、特に Embrapa の法務部門での処理に時間を要している。 
 2010 年 10 月頃から 2012 年 8 月末まで、JICA 雇用によるテクニシャン（フルタイムでプロジェクト活動に従事）

が 3 名いたが、契約期間が満了した。プロジェクト開始前に署名されたミニッツでは、プロジェクト後半の 2 年半

は、ブラジル側が要員を雇用することになっていたが、法律的面からEmbrapa が、期間雇用であっても、新規の人

員を雇用することは困難であるため、後任が不在となっている。このため、特に、アグロバクテリウム法を用いた

形質転換作業が円滑に進展しない状況にある。 
 

5 項目 
評価設問 

調査結果 
大項目 小項目 

効率性 アウトプットは、達成される見込みであるか。 アウトプットは、4 つ設定されている。各アウトプットの達成状況については、本文を参照のこと。 
 達成されたアウトプッ

トからみて、投入の質・

量・タイミングは適切

か。 

日本人専門家派遣の人

数、専門分野・能力、派

遣のタイミング・期間は

適切か。 

(1) プロジェクト活動に参加した日本の研究者 
 これまでに本プロジェクトの研究活動に参加した JIRCAS、理化学研究所、東京大学の研究者は、合計27 名であ

る。研究機関別では、JIRCAS が 7 名、理化学研究所が 5 名、東京大学が 15 名（修士コースの学生を含む）である。

詳細は、ミニッツの Annex 3 を参照のこと。 
 日本の研究機関（JIRCAS、理化学研究所、東京大学）の比較的多くの人数で、かつ高い資格を有する日本人研

究者が本プロジェクトの研究活動に従事し、目標値以上の成果を生み出している。 
 
(2)日本人研究者及び JICA専門家のブラジル国への派遣 
 業務調整専門家（長期専門家）が 1 名派遣されている。また、短期派遣として、これまでに 9 名の研究者がブラ

ジル国に派遣された。分野は、分子育種技術および植物分子生物学である。詳細は、ミニッツの Annex 4 を参照

のこと。 
 分子育種技術および植物分子生態学の分野の日本人研究者 9 名がブラジルに派遣された。派遣時の現地滞在期間

は、大半が 10 日以下である。日本人研究者がもっと長い期間滞在できれば、技術協力においてより望ましいとの

意見がある。 
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 研修員受け入れの人数、

内容、時期などは適切か

（本邦研修） 

 6 人のブラジル側研究者が日本（JIRCAS）での研修を受けた。研修分野は、「ダイズのストレス誘導性遺伝子の

発現解析技術」、「ダイズの耐乾性遺伝子のプロモーターの分離技術」、「アグロバクテリウム法 を用いた形質転換

と遺伝子発現解析技術」である。詳細は、ミニッツの Annex 5 を参照のこと。 
 ブラジル人研究者の日本での研修参加者は、これまでにバイオテクノロジー分野で 6 名である。日本での研修は、

研究者の能力のさらなる向上に良い効果があり、また、プロジェクト活動の円滑な進捗に貢献していると思われる。

プロジェクト活動に関連する分野は、バイオテクノロジー（分子生態学）だけではないので、必要に応じて、植物

生態や植物育種などの分野のブラジル人研究者を日本に受け入れることも良いかも知れない。 
 供与機材の種類、量、供

与時期は適切か。 
1) Embrapa ダイズ研究所への機材供与 
 JICA は、車輌、コンピュータやプリンターなどの事務用機器、研究活動用の各種機器を供与した。機器購入額

は、60 万レアルと 3,890 万円である（参考： ドル換算値で合計が約 79.8 万ドル）。詳細は、ミニッツの Annex 6
参照のこと。 
 日本側が Embrapa ダイズ研究所に供与した機器類・施設は、プロジェクト活動のために効果的に使用され、プロ

ジェクト活動の円滑な進捗に貢献していると思われる。 
 
2) 日本側研究機関への機材供与 
 研究活動のための各種機器が JIRCAS、理化学研究所、東京大学のために調達された。調達された機器の購入額

は、合計 1,790 万円である（参考： ドル換算値で約 23 万ドル）。詳細は、ミニッツの Annex 7 参照のこと。 
  日本側の費用負担 日本側がブラジル現地での活動経費として支出した金額は、72.7 万レアル（参考： ドル換算値で約 35.8 万ドル）

である。詳細は、ミニッツの Annex 8 参照のこと。 
  カウンターパートの人

数、配置のタイミング、

能力は適切か。 

＜プロジェクト活動に参加したブラジル国人研究者＞ 
 プロジェクト活動に参加した研究員等は合計 29 名である。その大半は、Embrapa ダイズ研究所の研究者で、一

部、大学の学生や JICA が雇用したテクニシャンが含まれる。中間レビュー時点では、20 名の Embrapa ダイズ研究

の研究者、5 名の学生等がプロジェクト活動に従事している。詳細は、ミニッツの Annex 9 参照のこと。 
 ブラジル側も同様に、比較的多くの人数で、かつ高い資格を有する研究者及び学生が、Embrapa ダイズ研究所に

おいて、本プロジェクトの研究活動に従事している。プロジェクト期間の前半では、分子生物学分野のプロジェク

ト活動に焦点が置かれ、この分野の重要性は今後も継続する。残りのプロジェクト期間では、ストレス耐性のダイ

ズの系統を選抜するには、生態学および育種の分野も重要になってくる。したがって、Embrapa ダイズ研究所のこ

れら分野の研究員・テクニシャンの参加度がさらに増加することが重要である。 
 Embrapa ダイズ研究所の常勤の研究者の本プロジェクトへの参加は、他の研究業務の抱えていることから、基本

的にパートタイムでの従事であり、人数的には、それほど多くない。ラボでの作業は、その多くを、政府から奨学

金得ている学生（博士課程、修士課程、学部学生）が担っている。基本的に、ブラジル国では、実験計画と実験か

ら上がってくるデータの分析を研究者が行うという欧米のスタイルであり、研究者自身がラボでの作業を行うこと

はあまりない。 
 合意（2009 年 8 月 31 日に日本側とブラジル側とが署名したミニッツ）に基づき、日本側は、日本側は 3 名のテ

クニシャンを、2012 年 8 月末まで雇用した。合意書によれば、残りのプロジェクト期間においては、ポスドク

（Post-Doctoral Fellow）の研究員・テクニシャンの雇用に関する費用は、ブラジル側が負担することになっている。

しかし、Embrapa ダイズ研究所はこれら要員を雇用することが困難であり、プロジェクト活動、特にアグロバクテ

リウム法に関わる活動の進捗に影響を与えている。 
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  ブラジル側の機材調達  ブラジル側によって、プロジェクト活動のために各種の機器類が調達され、Embrapa ダイズ研究所の敷地にある

新しいバイオテクノロジー・ビルあるいは化学分析棟などに配置された。機器類調達費用は、270 万レアルである

（参考： ドル換算値で約 130 万ドル）。詳細は、ミニッツの Annex 10 参照のこと。 
相当高額の分析機器等も調達されており、プロジェクト活動実施に必要な機器類の多くが整備されている。 
 各種の機器・施設が調達され、また新規のバイオテクノロジー・ビルが建設され、既存のEmbrapa ダイズ研究所

の施設の利用もあり、これらの投入は、プロジェクト活動の円滑な進捗に良い影響を与えている。新規のバイオテ

クノロジー・ビルの建設に遅れが生じたものの、プロジェクト活動に大きな影響を与えることはなかった。日本側

の費用を用いて、4 つの仕切られた部屋を有する温室が建設され、その内、2 部屋については、日本側費用により、

今後数ヶ月以内に冷房施設が設置される予定である。しかしながら、残り 2 室分の冷房施設の調達については、ま

だブラジル側による資金手当が行われていない。 
  事務室等の規模、利便性

は適切か。 
 プロジェクト活動のために Embrapa ダイズ研究所が提供している施設は次のとおりである。 

1) 日本人専門家及び研究者の執務室 
2) 既存のバイオテクノロジー・ビル： 424m2 
3) 新規のバイオテクノロジー・ビル（新規にブラジル側が建設）： 581m2 
4) 生態生理学オフィス： 120m2 
5) 生態物理・化学分析室： 100m2 
6) Embrapa ダイズ研究所の温室： 1,181m2 
7) JICA 費用で建設した温室の用地提供： 314m2 
8) 遺伝子組み換え（GMO）種子の保管庫： 160m2 
9) GMO 用の温室： 237m2 
10) Embrapa ダイズ研究所の圃場試験用地： 28,300m2（2.8ha） 

 かなり多くの施設が、本プロジェクトの活動に使用されており、その利便性も高い。 
  ブラジル国側のプロジ

ェクト予算は適切な規

模か。 

 ブラジル側は、事務スペースや研究活動のための光熱費等を負担した。 
 なお、上記のとおり、ブラジル側は、機材調達・ラボの建物建設に約 1 億円の資金を支出し、また、専門家執務

室、研究室、温室、圃場での活動経費（光熱費や消耗品等）に相当の予算を支出している。予算規模は、かなり大

きいと言える。 
  研究試料提供契約書

(MTA) 
 コンストラクトを日本から Embrapa ダイズ研究所に送る場合、また、Embrapa ダイズ研究所から日本にダイズ種

子を送る場合、Embrapaダイズ研究所と日本の当該研究所間で、毎回、材料移転契約（MTA）が必要となる。通常、

Embrapa 内で MTA 書類の審査に多くの時間を要しており、プロジェクト活動の円滑な進捗に影響を与えている。 
 投入は十分活用されて

いるか 
供与機材等は有効に利

用されているか 
 有効に活用されている。 

 効率性を阻害した要因

はあるか。 
C/Ps の定着度は、良好

か。 
 ブラジル側で本プロジェクトに参加している研究者のうち、Embrapa ダイズ研究所の職員については、継続性が

高い。一方、学生の場合は、ラボでの作業を担当することが主な役割であり、プロジェクト期間中での交替は当然

生じる。 
なお、本邦研修に参加したブラジル研究者のうちの数人については、本プロジェクトとの関係が無くなっているケ

ースがある。本邦研修者を選定する場合、少なくともプロジェクト期間中は、本プロジェクトに継続的に従事する

研究者を受け入れすべきであると考える。 
 その他の要因はあるか。  特に効率性に大きなマイナスの影響を与える要因は、これまでのところなかった。 
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5 項目 
評価設問 

調査結果 
大項目 小項目 

インパクト 上位目標「環境ストレスに適応したダイズが開

発され、ブラジルのダイズ生産の安定化に資す

る。」 

 上位目標が目標年である 2019 年までに達成されることは難しく、さらに数年を要すると考えられる。市場に流

通するダイズの系統が開発されれば、ブラジル国内だけでなく、世界的にも大きなインパクトをもたらすと考えら

れる。 
 上位目標を達成するために必要な方策が考え

られているか。 
 本プロジェクトでは、環境ストレス耐性を持つダイズの系統を少なくとも 1 種類、選抜するところまでが目標で

ある。それ以降、商品化できるダイズの品種の開発には、安全性確認試験や土壌管理試験を経る必要があるが、こ

れら試験については、Embrapa ダイズ研究所が実施してきた経験と能力を有することから、特に、新たな方策を講

じる必要性は少ない。 
 なお、今回の中間レビュー調査時にEmbrapa ダイズ研究所からは、一般農家に広く普及可能なダイズ品種を開発

するには、乾燥耐性だけでなく、それに加えて、除草耐性の遺伝子も組み入れることが必要であり、その活動を民

間企業を組み込んで、本プロジェクトとともに実施したいとの提案があった。JICA 調査団としては、プロジェク

トの枠組み内で、そのような活動を組み入れることは、本プロジェクトにマイナスの影響を与えかねないとの判断

し、この提案に対して No との回答を返した。ただし、現状では、ブラジル国で生産されているダイズの 85%は、

除草耐性を持つ遺伝子組み換えダイズが栽培されていること、世界的にも、除草耐性の遺伝子組み換えダイズが栽

培されている現状を考慮すれば、今後、除草耐性も併せ持つダイズの品種を開発することが、実際に農家に普及す

る品種開発につながるものであると考える。 
 上位目標達成のため

の外部条件が影響す

る可能性 

（設定なし）  特になし。 

 ターゲット・グルー
プ以外に波及した影
響はあるか 

これまでのプロジェク
ト活動を通じて、ターゲ
ット・グループ以外へ波
及したインパクトの事
例があるか。 

 本プロジェクトとは、直接関係ないが、ブラジル国内の研究機関は、植物が乾燥耐性を持つうえで、DREB 遺伝
子が大変重要であるとの認識を持っており、DREB 遺伝子提供についての要望が多くある。JIRCAS は、要望を受
けて、綿花、サトウキビ、コーヒー、インゲン豆に関する研究を行っているEmbrapa 研究所に、DREB 遺伝子を提
供した。将来的には、他の作物でも乾燥耐性を有する作物が開発されるかも知れない。 

 その他の正負のイン

パクト 
その他のインパクト  特になし。 

 

5 項目 
評価設問 

調査結果 
大項目 小項目 

持続性 
（見込み） 

今後も、国家開発計画や農業セクター戦略等の

関連政策において、耐乾性・耐暑性のダイズ品

種開発の重要性が継続するかどうか（見込み）。 

 妥当性の項で述べたように、ブラジルではダイズは、国内総生産、輸出、雇用の面において極めて重要な作物の

一つであり、連邦政府は、重要な生産セクターの一つであると位置付けている。Embrapa ダイズ研究所の重要な役

割の一つは、地球温暖化が農業生産面に与える影響を少なくすることに貢献することである。したがって、本プロ

ジェクトの政策面での持続性は確保されると判断される。 
 カウンターパート機関（Embrapaダイズ研究所）

等では、本プロジェクトがどのように認識され

ているか。 

 Embrapa ダイズ研究所では、本プロジェクトを大変重要なものであると考えている。なお、Embrapa ダイズ研究

所の所長からは、活動内容について、「アカデミックなものから、もっと応用的なものにして欲しい」との発言が

あった。これは、インパクトの項で述べたように、民間企業と連携して、乾燥耐性ダイズに除草耐性遺伝子も組み

込んで、より市場が受け入れるダイズ品種を開発したいとの意向がある。この動き次第では、本プロジェクトに対

するブラジル側の優先度が変化する可能性もある。 

－
　

－
85



 

 カウンターパート機

関に、本プロジェク

トの成果（環境スト

レス耐性ダイズの作

出技術）を活用・発

展させていくために

必要な組織体制があ

るかどうか。 （組織

面） 

プロジェクト終了後、

Embrapa ダイズ研究所)
は、環境ストレス耐性ダ

イズの作出技術を活用

して、環境ストレスに適

応したダイズの開発を

円滑に実施できる組織

体制を持っているかど

うか。 

 Embrapa ダイズ研究所は、遺伝子組み換えダイズを開発するために必要な部署・組織体制、例えば、バイオテク

ノロジー、生態学、育種などの部署を有しており、高い資格を持つ研究者、テクニシャン、学生（ブラジル政府の

奨学金をもらいつつ、Embrapa ダイズ研究所で研究活動に従事している）がいる。また、Embrapa ダイズ研究所は、

民間企業と共同で遺伝子組み換えダイズ（除草剤耐性）の開発を成功させた実績を有する。したがって、環境耐性

ダイズの開発を継続するに必要な組織面での持続性を有している。 
 以下、Embrapa ダイズ研究所の職員数についての情報。 

 1. 正規職員数： 310 人（研究者 70 人と研究補助者 240 人） 
2. その他のスタッフ 

2-1 技術移転担当： 7 人 
2-2 学生： 167 人 
2-3 パートナー及び外部委託労働者： 85 人 

合計： 569 人 
 カウンターパート機

関には、本プロジェ

クトの成果を活用・

発展させていくため

に必要な資金が確保

されているかどう

か、あるいは資金を

獲得する能力を身に

つけているかどう

か。（資金面） 

プロジェクト終了後、

Embrapa ダイズ研究所

が独自資金で、環境スト

レスに適応したダイズ

の開発を継続する資金

的能力があるかどうか。 

 投入の項で述べたように、Embrapa は、機器類調達と新規のバイオテクノロジー・ビル建設などのためにかなり

大きな予算を支出している。したがって環境耐性ダイズの開発を継続するに必要な資金的持続性は確保されている

と言える。 
 なお、Embrapa ダイズ研究所の年間予算は、約 3,000 万ドル（約 23.4 億円）。Embrapa 全体の年間予算は、約 10
億ドル（約 780 億円）。 

 カウンターパート機

関の関係職員は、本

プロジェクト終了後

も、適切に、プロジ

ェクトの成果を継続

的に活用・実施でき

る能力を身につけて

いるかどうか。また、

プロジェクトに参加

した職員の勤務の継

続性があるかどう

か。（技術面） 

プロジェクトに参加し

た Embrapa ダイズ研究

所の研究員の技術水準

が十分高いかどうか。ま

た、プロジェクトに参加

した研究員の勤務の継

続性があるかどうか。 

 Embrapa ダイズ研究所は、除草剤耐性の遺伝子組み換えダイズ開発実績を有する。また、Embrapa ダイズ研究所

は、2003 年から JIRCAS と共同でストレス耐性ダイズの研究を行ってきている。したがって、Embrapa ダイズ研究

所は、この分野で非常に高い専門性を有する。技術面で改善が必要な点は、アグロバクテリウム法による形質転換

効率であり、現在、Embrapa ダイズ研究所が、そのプロトコールの最適化を進めている。いったん、プロトコール

が最適化されれば、一定の望ましい効率で形質転換が継続可能となる。環境耐性ダイズの開発を効率的・効果的に

継続するための技術的持続性は確保可能と考えられる。 

 供与資機材の維持管理は適切に行われている

か。また、協力終了後も適切に行われる見通し

はあるか。 

 機器類及び各種施設は、適切に維持管理されており、協力終了後も適切に行われる見通しである。資金面でも適

切な維持管理・補修を行う能力がある。 

 持続性に影響を与える貢献・阻害要因は何か。  Embrapa ダイズ研究所は、その研究能力、資金力、組織体制において高いものを持っているので、持続性にマイ

ナスの影響を与える要因は少ないと考える。 
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評価設問 

調査結果 
大項目 小項目 

実施プロ

セス 
当初計画した成果を

達成するためにどの

ような計画・実施体制

の変更・軌道修正が行

われたか 

プロジェクト実施中に

把握されていた課題は

何か。その課題はどのよ

うに解決されたか 

 計画・実施体制については、特に、大きな変更や軌道修正は行われていない。 
 実施体制としては、ブラジル側プロジェクト・リーダーが、アメリカのラボに赴任し、不在であること、そして、

リーダー代行を置いている状況であるが、プロジェクト・リーダーが、関係者と頻繁に連絡を取り合っていること

で、これまでのところ、プロジェクトの進捗に大きな影響をもたらしていない。 
 JICA 雇用のテクニシャンの雇用期間が 2012 年 8 月末で終了したことに伴い、アグロバクテリウム法による形質

転換作業にフルタイムで従事するテクニシャンが不在になった。これについては、英文の中間レビュー報告書で指

摘し、Embrapa 側の善処を求めたところ、Embrapa ダイズ研究所の正職員の 2 名をパートタイムからフルタイムで

のプロジェクト活動従事にするとの回答を得ている。しかしながら、アグロバクテリウム法のプロトコール最適化

が進めば、実際に手を動かして作業するフルタイムのテクニシャンの配置が必要になる。 
中間レビュー時のブラジル側のプロジェクト実施体制については、ミニッツの Annex 13 参照のこと。 

 共同研究や技術移転

の方法に問題はなか

ったか。 

問題がある場合、どの分

野におけるどのような

共同研究や技術移転方

法に問題があったか。ど

のように解決されたか。 

 全般的には、共同研究活動や本邦研修における技術移転に大きな問題点は見られない。ただし、日本人研究者の

ブラジル派遣については、現地滞在期間が極めて少ない点（多くが 10 日以下）と、その際の技術交流が必ずしも

十分に行われていない、といった意見がブラジル側にある。日本人研究者とブラジル人研究者との技術交流につい

ては、あらかじめその内容等について、十分調整し、より実りある技術交流にする必要がある。 

 相手国のオーナーシ

ップ 
①C/P 配置の適正さ 
②予算手当ては適切か 

 研究者等の配置と予算手当については、概ね適切である。 

 Embrapa の本プロジェ

クトについての認識や

参加度は高いか。 

 本プロジェクトに対する認識は高いと言える。参加度については、概ね良好であると考える。 

 プロジェクトのマネ

ジメント体制に問題

はなかったか。 

JCC は、必要な時期に実

施され、必要なテーマが

話し合われていたか 

No 年月日 議論・テーマ 備考 
1 2010 年 11 月 29 日 プロジェクト活動の進捗状況と 2011 年の作業計画 

プロジェクトの円滑な実施に関わる事項 
 

2 2012 年 3 月 9 日 プロジェクトの全体的進捗状況と 2011 年の成果 
2012 年の活動計画（機材と研究員交換含む） 
プロジェクトの円滑な実施に関わる事項 

 

 JCC は、最低年 1 回開催することになっている。1 回目と 2 日目の開催間隔が 1 年 3 ヶ月あり、若干開いている

が、概ね良好と判断する。 
 その他の定例会議等を

通じて、プロジェクト・

チーム内（専門家、関係

機関関係者及びカウン

ターパート）の意志決定

メカニズムが十分機能

しているか。 

 JCC 開催前には、技術的委員会が開催されている。これ以外については、ブラジル側のプロジェクト関係者の一

部が、ミーティングを開催しているようであるが、ブラジル側の関係者全体（JICA 業務調整専門家と派遣研究員

を含む）での定期的なミーティングは開催されていない。コミュニケーションの改善の余地がある。 
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 プロジェクトの進捗状

況は、どのようにモニタ

リングされていたか。 

 JCC 等のミーティングを通じて、プロジェクトの進捗状況がモニタリングされている。 

 日本人専門家・研究員と

カウンターパート機関

の研究員等とのコミュ

ニケーションは、円滑に

行われているか。 

 現地派遣日本人研究者とブラジル側研究者との間のコミュニケーションや情報共有が必ずしも十分に行われて

いない状況が見られた。 

 JICA ブラジル事務所及

び JICA 本部との連絡・

協力が円滑に実施され

たか。 

 概ね良好な連絡・協力が行われている。 
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